
◆キリシマギンリョウソウと近縁種ギンリョウソウの識別形質

　Monotropastrum kirishimense Suetsugu 　Monotropastrum humile (D.Don) H.Hara

キリシマギンリョウソウ ギンリョウソウ

開花期 ピークはギンリョウソウより1ヶ⽉遅れる
ピークはキリシマギンリョウソウより

1ヶ⽉早い

花弁と萼⽚
の⾊

紅⾊
        透明〜⽩⾊
※花が紅⾊に⾒えるギンリョウソウの⾊変わり個体が
 ある。⼀⾒、紅⾊に⾒えるが、じつは内部にある
 ⼦房の紅⾊が透けていいるため。花弁と萼⽚は透明
 〜⽩⾊である。

萼⽚の数
４〜11枚

がく⽚は花弁と常に接する。
２〜3枚。

花筒から離れていることが多い。

開花初期
の花の形

ギンリョウソウより丸みをおびる ー

地上部⻑さ 5㎝以下 5㎝以上

地下茎⻑さ 10㎝以下 10㎝以上

根

根は不明瞭。周囲の⼟壌と⼀体化し、根の先
端がほとんど突出しないため⾁眼ではほとん
どわからない。
(⽩い菌⽷のかたまりは⾒られる。)

茶⾊い根がはっきりとしていて、
⾁眼で根の先端を明瞭に認識できる。

分布調査クエストNo.6［県内全域］

2022年秋に新種発表されたニューフェイス。当初、
九州の霧島周辺にしか分布していないと思われたため
この学名と和名があるが、2024年7⽉時点で関⻄から
中部地⽅まであることがわかっている。

新種･キリシマギンリョウソウの県内分布を明らかにしよう！6

□キリシマギンリョウソウの標本×１本以上
□調査票
□画像 ・全体像および花のアップ

・⽣育環境

Quest

キ リ シ マ ギ ン リ ョ ウ ソ ウ
Monotropastrum kirishimense Suetsugu

◆募集する標本

［ツツジ科］

以下を1セットにして植物園にご提出を！キリシマ
ギンリョウソウか迷ったときには写真とともにご
⼀報ください。きれいに持ち帰れそうにない場合
は新聞に挟んでください。

キリシマギンリョウソウ ギンリョウソウ

がく⽚が花弁から離
れ、ライオンのたて
がみのようになる。

がく⽚は花弁から
離れないので、丸く
ころっとした印象。

この個体はちと紅⾊が薄いです

分類のカギ：花と地下部（菌根菌の塊）

［注意事項］
過度の踏みつけによって消失するおそれがあります。
標本や写真撮影の際、踏み荒らさないよう、不⽤意
に歩きまわらないようご注意ください。
また、必要以上の採集はやめましょう。

キリシマギンリョウソウ
M. kirishimense Suetsugu

ギンリョウソウ
M. humile (D.Don) H.Hara

開花期 ピークはギンリョウソウより
やや遅い ４〜５⽉（結実は8⽉まで）

花弁とがく
⽚の⾊ 紅⾊

透明〜⽩⾊
※⼦房の紅⾊が透けて⾒える個
体もあるので注意！

がく⽚ 4〜9（〜11）枚
がく⽚は花弁と常に密着する

2〜3（〜5）枚
開花のピークには開く

開花初期の
花の形 丸みをおびる やや⻑い

地上部⾼さ 5cm未満 5cm以上

地下茎⻑さ 10cm以上 5cm未満

根
根塊は不明瞭で周囲の⼟壌と
⼀体化し，根端の突出が少な
い（菌根菌の⽩い外殻は⾒え
る）。

根塊は⼟壌と区別でき，⾁眼
で根の先端を明瞭に認識でき
る。
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じゃあ⾼知にもあるがやないが？
ということで県内でのキリシマギン
リョウソウの分布を明かにしようで
はありませんか！



生育する森林。アカマツが鍵！
本種を記載した末次博⼠は「アカマツ林にのみ」⽣育すると述べて
います。徳島県ではアカマツ林の林縁や⼈⼯林内にアカマツがみら
れるようなところで⾒つかっています（内藤 2026）。
６⽉中旬、物部チームは「アカマツの⽣えるような、やや乾燥した
尾根、斜⾯」と⼼に思い描いて探査し、確認できたそうです。
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